
 

（１）市民参加の実施内容

案を修正しな
かった

その他

意見を反映した
（案を修正した）

案を修正しな
かった

その他

提出意見
人数：２名
件数：４件
情報入手先：
ホームページ3件
課窓口1件

パブリックコメント結
果については、2月9
日にホームページ、
情報公開コーナーで
公開。

○
意見を反映した
（案を修正した）

設置の際、Ａ３用紙１枚で内容を
まとめた概要版を作成し配布す
ることにより、より多くの市民に
意見を求めた。

案を修正しな
かった

その他

パブリックコメント
〈HP、広報〉
　H28．11．21

　H28．11．21～H28．12．
20
・市役所環境政策・放射能
対策課、市役所情報公開
コーナー、各出張所、各公
民館、おおたかの森セン
ター、各図書館、クリーン
センター、市ホームページ

郵送、持参、ファク
ス、メール。

委員数12名

＜審議会委員の構成＞
学識経験を有する者４名
事業所を経営する者１名
農業団体を代表する者１
名
環境団体を代表する者１
名
市民等５名

〈HP、情報公開コー
ナー〉
※概ね１ヶ月以内に
議事要旨を掲載

○
意見を反映した
（案を修正した）

委員の理解をより深めるため
に、当初予定していなかった勉
強会を追加した。

⑦人数構成内訳 ⑧結果の公表 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと ⑪その他特記事項

環境審議会

＜ＨＰ＞
開催１カ月程度前から掲
載

－ －

【平成27年度】
諮問　 H27/5/11
第１回審議会　 H27/5/11
第２回審議会　 H27/7/6
第３回審議会　 H27/8/17
第６回審議会　 H28/3/28
【平成28年度】
第１回審議会　 H28/6/27
勉強会　　　　　 H28/7/28
第２回審議会　 H28/8/22
第3回審議会   H28．9．29
答申　　　　　　　H28．10．5

市民参加の実
施結果を踏ま
えた担当課の
意見

・審議会で意見が活発になるように、資料を事前に送付した。

市民参加の方法を選
択した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

本計画は、生活排水による河川等の水質汚染に対する施策を定めるもので、国の法及び流山市環境基本計画が上位となりその方向性が定められている。本計画領域を含む環境基本計画の策定過程（H25年～H26年）においては、アンケート（H25年11月実施）、審議
会、パブリックコメント（H26年9月）を実施しており、十分な市民参加の機会を提示できるものと考える。そのため、本計画の策定にあたっては、専門的知見及び市民選出である公募委員の意見を環境審議会に求め、また、素案に対する意見を広く求めるためにパブリッ
クコメントを行うことが適当と考える。

市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法 ⑤開催日等 ⑥人数等

市が考える
市民等への影
響

<メリット>
　生活排水については、主な施策として下水道の普及と単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換等があり、また市民へ
の普及啓発が重要となる。　これらの事項について推進施策を定めることにより、市域の水環境の向上に寄与する。

<デメリット>
　特に無し。名　称 流山市生活排水対策推進計画

概　要
平成４年３月に水質汚濁防止法に基づく「生活排水対策重点地域」に指定されたことを受け、生活排水対策（主な施策は、下水道普及、合併処理浄化槽普及、啓発等）を総合的・計画的に進める本計画について、平成２７年度で期間満了となることから、次期推進計画を千葉
県の汚水適正処理構想と整合性を図り策定をする。

⑨市民参加手続実施後の検証

ー

人数は少ないが、水だけ
でなく、地下水について
の記述もあったほうが良
いのではないか、といっ
た具体的かつ明確な意
見があったため、意見を
反映させ、案を追記し
た。

市民参加実施結果シート 結果　（途中・終了）
平成２９年４月１日時点

担当課（　環境政策・放射能対策課　　　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

通　称 下水道普及、合併処理浄化槽普及等生活排水対策の計画策定



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

審議会の開催(5/11,7/6,8.17,3/28) 第１回審議会　6/27 第２回審議会　8/22 正副議長説明11/14 全員協議会11/15

勉強会　7/28 10月5日答申

会議録等公表

パブリックコメント(11/21～12/20）

１１月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

環境審議会

パブリックコメント

１２月 １月 ２月
市民参加の手法

平成２７年度

３月４月 ５月 ６月 ７月

平成２８年度


